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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成21年1月8日(2009.1.8)

【公表番号】特表2005-513252(P2005-513252A)
【公表日】平成17年5月12日(2005.5.12)
【年通号数】公開・登録公報2005-018
【出願番号】特願2003-556449(P2003-556449)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｆ   2/38     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ 327/36     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ 329/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｆ   2/22     (2006.01)
   Ｃ０８Ｆ  12/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｆ  20/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｆ 293/00     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ   5/02     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ 201/00     (2006.01)
   Ｃ０９Ｊ 201/00     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ   3/10     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｆ   2/38    　　　　
   Ｃ０７Ｃ 327/36    　　　　
   Ｃ０７Ｃ 329/00    　　　　
   Ｃ０８Ｆ   2/22    　　　　
   Ｃ０８Ｆ  12/00    ５１０　
   Ｃ０８Ｆ  20/00    ５１０　
   Ｃ０８Ｆ 293/00    　　　　
   Ｃ０９Ｄ   5/02    　　　　
   Ｃ０９Ｄ 201/00    　　　　
   Ｃ０９Ｊ 201/00    　　　　
   Ｃ０９Ｋ   3/10    　　　Ｅ
   Ｃ０９Ｋ   3/10    　　　Ｚ

【誤訳訂正書】
【提出日】平成20年11月13日(2008.11.13)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】請求項１２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【請求項１２】
　Ｒ1基が、Ｃ1～Ｃ6アルキル、Ｃ1～Ｃ6アルコキシアリール又はヘテロアリールから選
択され、しかもそれらの各々は－ＣＯ2Ｈ、－ＣＯ2Ｒ′、－ＳＯ3Ｈ、－ＯＳＯ3Ｈ、－Ｓ
ＯＲ′、－ＳＯ2Ｒ′、－ＯＰ（ＯＨ）2、－Ｐ（ＯＨ）2、－ＰＯ（ＯＨ）2、－ＯＨ、－
ＯＲ′、－（ＯＣＨ2－ＣＨＲ）w－ＯＨ、－ＣＯＮＨ2、－ＣＯＮＨＲ′、－ＣＯＮＲ′
Ｒ″、－ＮＲ′Ｒ″、－Ｎ+Ｒ′Ｒ″Ｒ″′から選択された１個又はそれ以上の親水性基
で置換され、ここでＲはＣ1～Ｃ6アルキルから選択され、ｗは１から１０であり、Ｒ′、
Ｒ″及びＲ″′は独立してアルキル及びアリール（これらは－ＣＯ2Ｈ、－ＳＯ3Ｈ、－Ｏ
ＳＯ3Ｈ、－ＯＨ、－（ＣＯＣＨ2ＣＨＲ）w－ＯＨ、－ＣＯＮＨ2、－ＳＯＲ及びＳＯ2Ｒ



(2) JP 2005-513252 A5 2009.1.8

並びにそれらの塩から選択された１個又はそれ以上の親水性置換基で置換されてもよい）
から選択され、そして
　Ｚ基が、置換又は非置換のアリール、置換又は非置換のヘテロシクリル、置換又は非置
換のアリールアルキル、置換又は非置換のアルキルチオ、置換又は非置換のアリールアル
キルチオ、ジアルコキシ－又はジアリールオキシ－ホスフィニル［－Ｐ（＝Ｏ）ＯＲ2

2］
、ジアルキル－又はジアリール－ホスフィニル［－Ｐ（＝Ｏ）Ｒ2

2］、置換又は非置換の
アシルアミノ、置換又は非置換のアシルイミノ、置換又は非置換のアミノ、Ｒ1－（Ｘ）n

－Ｓ－及びポリマー鎖から選択され、ここでＲ1、Ｘ及びｎはこの請求項に又は請求項６
に定義されたとおりであり、そしてＲ2は置換又は非置換のＣ1～Ｃ18アルキル、置換又は
非置換のＣ2～Ｃ18アルケニル、置換又は非置換のアリール、置換又は非置換のヘテロシ
クリル、置換又は非置換のアラルキル、置換又は非置換のアルカリールから成る群から選
択される、請求項１１に記載の方法。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３３】
　本発明において用いるのに適した両親媒性ＲＡＦＴ剤は、一般式（４）
【化１】

（ここで、各Ｘは独立してエチレン系不飽和モノマーの重合残基であり、ｎは０から１０
０好ましくは０から６０最も好ましくは０から３０の範囲の整数であり、Ｒ1は１個又は
それ以上の親水性基で置換されてもよい有機基であり、そしてＺはラジカル付加の方にチ
オカルボニル基の十分な反応性を促進し得る一方、重合の容認され得ない遅延になる程度
まではフラグメント化速度を遅くしないいかなる基でもある）を有するものを包含する。
好ましいＲ1基は、Ｃ1～Ｃ6アルキル、Ｃ1～Ｃ6アルコキシアリール又はヘテロアリール
、しかもそれらの各々は－ＣＯ2Ｈ、－ＣＯ2Ｒ′、－ＳＯ3Ｈ、－ＯＳＯ3Ｈ、－ＳＯＲ′
、－ＳＯ2Ｒ′、－ＯＰ（ＯＨ）2、－Ｐ（ＯＨ）2、－ＰＯ（ＯＨ）2、－ＯＨ、－ＯＲ′
、－（ＯＣＨ2－ＣＨＲ）w－ＯＨ、－ＣＯＮＨ2、ＣＯＮＨＲ′、ＣＯＮＲ′Ｒ″、－Ｎ
Ｒ′Ｒ″、－Ｎ+Ｒ′Ｒ″Ｒ″′から選択された１個又はそれ以上の親水性基で置換され
、ここでＲはＣ1～Ｃ6アルキルから選択され、ｗは１から１０であり、Ｒ′、Ｒ″及びＲ
″′は独立してアルキル及びアリール（これらは－ＣＯ2Ｈ、－ＳＯ3Ｈ、－ＯＳＯ3Ｈ、
－ＯＨ、－（ＣＯＣＨ2ＣＨＲ）w－ＯＨ、－ＣＯＮＨ2、－ＳＯＲ及びＳＯ2Ｒ並びにそれ
らの塩から選択された１個又はそれ以上の親水性置換基で置換されてもよい）から選択さ
れる。特に好ましいＲ1基は、－ＣＨ（ＣＨ3）ＣＯ2Ｈ、－ＣＨ（ＣＯ2Ｈ）ＣＨ2ＣＯ2Ｈ
、－Ｃ（ＣＨ3）2ＣＯ2Ｈを包含するが、しかしそれらに制限されない。好ましいＺ基は
、置換又は非置換アルコキシ、置換又は非置換アリールオキシ、置換又は非置換アルキル
、置換又は非置換アリール、置換又は非置換ヘテロシクリル、置換又は非置換アリールア
ルキル、置換又は非置換アルキルチオ、置換又は非置換アリールアルキルチオ、ジアルコ
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キシ－又はジアリールオキシ－ホスフィニル［－Ｐ（＝Ｏ）ＯＲ2
2］、ジアルキル－又は

ジアリール－ホスフィニル［－Ｐ（＝Ｏ）Ｒ2
2］、置換又は非置換アシルアミノ、置換又

は非置換アシルイミノ、置換又は非置換アミノ、Ｒ1－（Ｘ）n－Ｓ－及びいかなるメカニ
ズムによっても形成されたポリマー鎖を包含し、ここでＲ1、Ｘ及びｎは上記に定義され
たとおりであり、そしてＲ2は置換又は非置換Ｃ1～Ｃ18アルキル、置換又は非置換Ｃ2～
Ｃ18アルケニル、置換又は非置換アリール、置換又は非置換ヘテロシクリル、置換又は非
置換アラルキル、置換又は非置換アルカリールから成る群から選択される。特に好ましい
Ｚ基は、－ＣＨ2（Ｃ6Ｈ5）、Ｃ1～Ｃ20アルキル、
【化２】

（ここで、ｅは２から４である）及び－ＳＲ3（ここで、Ｒ3はＣ1からＣ20アルキルから
選択される）を包含するが、しかしそれらに制限されない。
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